

































































































































写真 1 仏米の袋（2013年筆者撮影）       写真2 御膳（2013年筆者撮影） 
 



















































































3.2 昭和 50（1975）年以後の葬式 



































































































































































ない墓が 63 ほどあり、毎年増えているようである。お寺住職である D さん（中貝蔵、男性、49
歳）も「自分が亡くなった時に放置されるのはみっともないし見苦しい」「先祖がいるから今の自
分がいる」と現在の墓の状態をみて嘆いていた。 
時代の変化とともに地域の在り方も変化していき、葬式も地域の人たちが協力する場であった
のだが、その場も失われた。蛸島では、班の中で不幸があった際、その同じ班の人たちが葬式の
手伝いをしに行くことがつい最近まで行われていた。特に蛸島での葬式は食事の回数が多いので、
地域の人たちで協力して準備を行っていた。女性Eさん（脇浜本町、女性、66歳）のお宅にうか
がった際にも「葬式は町内で協力してやっていたから、町内での葬式がなくなったことでコミュ
ニケーションの場が薄れた」との言葉を聞いた。 
 
5．おわりに 
 
 時代の変化とともに日本全国で、冠婚葬祭の在り方は変化しており、蛸島でも葬式の在り方は
変化していた。蛸島では地域の人たちが協力して行う葬式が行われていたが、今ではほとんど行
われていない様子だった。しかし、今でも班のつながりや近所の人とのつながりは強いように感
じた。調査に行った際も、高齢の方でも元気で気さくな方が多い印象だった。今後、葬式という
形で地域のつながりをつくっていくのは困難だが、日常生活での地域の協力、コミュニケーショ
ンを維持していってほしいと感じた。 
 最後になりますが、お忙しい中協力してくださった皆様、本当にありがとうございました。 
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